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町制６０周年記念事業　　　空間 
～テーマは「煌く未来へつなぐ阿久比の心」～ 

きらめ 

１２月に実施される町制６０周年記念事業を紹介します。
事業概要、日時など実施日、事業名

町内４小学校・阿久比中学校・阿久比高等学校・阿久比吹奏楽団が、日頃の練習
成果を発表します。音楽会を多くの皆さんで楽しみましょう。ご来場をお待ちし
ています。
■日　時　１２月８日（日）午前１０時～正午
■場　所　阿久比中学校体育館
■問い合わせ先（担当課）　学校教育課　�（４８）１１１１（内線２０５）

１２月８日（日）

阿久比町秋の
音楽祭

町の将来を担う小・中学生が１日議員となり、よりよいまちづくりのために議会を
開催。子どもの自由で豊かな発想・視点から質問、提言をします。
■日　時　１２月２５日（水）午後１時～午後４時３０分
■場　所　役場議場
■問い合わせ先（担当課）　政策協働課　�（４８）１１１１（内線２０４・３０３）

１２月２５日（水）

阿久比町子ども
議会

みんなで協働推進ページ＜ Vol.13 ＞

COLLABORATION（コラボレーション）とは「協働」「協力してカタチにする」という意味です。

「今日どう？」
「いいよ！」

　この事業は「住民税
１％町民予算枠制度」
わくわくコラボ事業に
採択された事業です。

避難所体験に参加しよう【冬季体験の部】
　一昨年３月に東日本大震災がありましたが、日本は大規模災害がいつ発生するか全く
予想すらできない状況にあります。避難所は、災害で住宅に相当の被害を受けた場合や受
けそうな場合に、一時的に避難する人のために開設されます。
　「防災ボランティアあぐい」では、７月に行った【夏季体験の部】の参加者からいただいた声を踏まえ、
災害への備えとして避難所での生活を体験していただく【冬季体験の部】の機会を今回設けました。体験
を通して避難所における「衣・食・住」などの問題とその対策を、参加者全員で考えましょう。
■日　時　１２月２１日（土）午後５時～２２日（日）午前８時３０分
　　　　　（日帰り参加も可能です。）
■場　所　勤労福祉センター（エスペランス丸山）
■対象者・定員
　小学生以上の防災に関心のある方５０人（小・中学生は保護者同伴のこと）
■参加費　無料
■内　容
　○東日本大震災の被災者講話
　○停電・断水体験
　○保存食の試食、宿泊体験、災害時の応急手当実習など
■申し込み方法など
広報あぐい１２月１日号と一緒に配布する募集要項の申込用紙に必要事項を記入し、１２月１４日（土）ま
でに郵送またはファクスで申し込みください。

■申し込み・問い合わせ先
　「防災ボランティアあぐい」わくわくコラボ事業担当　梛野祐三
　〒４７０-２２１５　大字矢高字三ノ山高１２　　　�・ＦＡＸ　（４８）８８７６

避難所ってどんなものなの？体験を通して一緒に「災害」と「避難所」について考えてみませんか？


